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２０
年
度
第
２
次
補
正
が
成
立

名
古
屋
市
が

公
開
座
談
会

首
長
参
加
し
上
下
流
で
討
論

若
さ
に
期
待
！

水
道

Ｇ

Ｌ

Ｐ
日
水
協

都
内
の
中
央
大
学
で
開
催

さ
れ
た
第
１
回
執
行
審
議
会

は
水
に
関
す
る
様
々
な
有
識

者
が
集
結
。
政
界
か
ら
は
森

元
首
相
、
自
民
党
水
の
安
全

保
障
特
命
委
員
会
委
員
長
の

遠
藤
衆
院
議
員
ら
が
参
加
。

麻
生
首
相
も
今
回
の
動
き
に

関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
出
席

を
予
定
し
て
い
た
が
国
会
の

都
合
で
欠
席
。
代
わ
り
に
水

の
安
全
保
障
戦
略
機
構
を
応

援
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い

た
。産

業
界
か
ら
は
チ
ー
ム
水

・
日
本
に
参
加
を
決
め
た
チ

ー
ム
関
係
者
が
参
加
。
学
会

か
ら
は
高
橋
東
大
名
誉
教

授
、
大
垣
東
大
教
授
、
滝
沢

東
大
教
授
、
山
田
中
央
大
教

授
、沖
東
大
教
授
ら
が
並
ぶ
。

政
府
も
今
回
の
動
き
に
対
応

す
る
た
め
「
水
問
題
に
関
す

る
関
係
省
庁
連
絡
会
」
を
１

月
�
日
に
立
ち
上
げ
た
。
御

園
日
水
協
専
務
理
事
、
佐
伯

下
水
協
理
事
な
ど
上
下
水
道

関
係
者
は
も
と
よ
り
多
彩
な

メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
た
。

冒
頭
、森
元
首
相
は「
水
問

題
の
解
決
に
は
日
本
の
叡
智

を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
民
全
員
の
参
加
が
必

要
だ
。
政
治
も
与
野
党
の
枠

を
超
え
て
集
ま
っ
た
。
国
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
挨
拶
。続
い
て
丹
保
氏

は
「
現
在
の
水
の
デ
フ
ァ
ク

ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
�
世
紀

に
イ
ギ
リ
ス
が
つ
く
っ
た
も

の
。
こ
れ
か
ら
人
口
１
０
０

億
人
の
時
代
が
来
る
。
次
の

時
代
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
日
本
で
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
�
世
紀
の
パ
イ

オ
ニ
ア
に
な
れ
る
か
は
こ
の

機
構
に
か
か
っ
て
い
る
」
と

強
い
意
気
込
み
を
見
せ
た
。

チ
ー
ム
水
・
日
本
の
流
れ

は
ま
ず
経
済
団
体
、
民
間
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民

活
動
、
学
会
・
協
会
、
政
府

機
関
な
ど
が
水
に
関
す
る
課

題
ご
と
に
チ
ー
ム
を
作
る
。

チ
ー
ム
ご
と
に
議
論
さ
れ
た

報
告
は
同
機
構
で
内
容
を
磨

き
上
げ
ら
れ
、
関
係
省
庁
に

伝
え
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
。

同
機
構
は
全
体
会
議
、
執

行
審
議
会
、
専
門
委
員
会
と

い
う
構
成
。
活
動
の
事
実
上

の
中
心
と
な
る
の
は
執
行
審

議
会
で
全
体
の
企
画
運
営
を

担
う
。こ
の
日
は
事
務
局（
日

本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
か
ら
専

門
委
員
会
の
構
成
案
が
説
明

さ
れ
た
。
変
更
の
可
能
性
は

あ
る
が
専
門
委
員
会
は
▽
基

本
戦
略
▽
民
間
活
力
導
入
▽

技
術
普
及
の
３
つ
が
設
置
さ

れ
る
。
チ
ー
ム
は
い
ず
れ
か

の
専
門
委
員
会
に
所
属
す
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
。

登
録
チ
ー
ム
（
３０
日
時
点
）

�
ポ
リ
シ
リ
カ
鉄
に
よ
る

水
・
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
推

進
�
水
科
学
技
術
基
本
計
画

戦
略
�
宇
宙
利
用

気
象
・

水
観
測
等
�
水
情
報
共
有
基

盤
�
リ
ン
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
	
海
外
水
循
環
シ
ス
テ

ム
協
議
会


バ
ラ
ス
ト
水
浄

化
�
ク
リ
ー
ン
排
水
処
理
技

術
研
究
展
開
�
地
域
小
水
力

開
発


海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
防
衛
計
画
�
水
辺
都
市

再
生
�
都
市
観
光
と
舟
運
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
�
途
上
国

ト
イ
レ
普
及
支
援
�
生
命
の

水
道
・
日
本
�
下
水
道
グ
ロ

ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
�
チ
ー
ム

水
道
産
業
・
日
本

「
執
行
審
議
会
」
意
見
百
出

執
行
審
議
会
で
は
参
加
者

か
ら
様
々
な
意
見
が
出
た
。

主
な
も
の
は
以
下
の
通
り
。

「
国
益
に
か
な
っ
た
行
動

を
」、「
人
の
教
育
も
重
要
」、

「
流
域
の
首
長
で
作
る
チ
ー

ム
も
」、「
海
外
へ
戦
略
機
構

の
情
報
発
信
を
」、「
退
職
し

た
上
下
水
道
技
術
者
を
活

用
」、「
技
術
に
偏
り
す
ぎ
て

い
る
」、「
地
下
水
源
が
外
資

に
買
わ
れ
て
お
り
国
土
を
守

る
国
家
戦
略
を
」、「
地
下
水

の
所
有
権
の
議
論
を
」、「
食

料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
議
論
も

不
可
欠
」

国
土
交
通
省
は
�
日
、「
下

水
道
法
制
定
�
周
年
記
念
式

典
」
を
開
い
た
。
大
臣
表
彰

の
表
彰
式
や
松
尾
友
矩
・
東

洋
大
学
学
長
に
よ
る
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
下
水
道
事

業
の
推
進
に
貢

献
し
た
個
人
・

団
体
に
贈
ら
れ

る
大
臣
表
彰
は

�
者
（
�
人
、

�
団
体
）
、
感

謝
状
�
者
（
３
人
、
７
団

体
）。
下
水
道
の
役
割
を
進

化
さ
せ
る
取
り
組
み
を
称
え

る
た
め
に
「
い
き
い
き
下
水

道
賞
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
創
設
さ
れ
た
「
循
環
の
み

ち
下
水
道
賞
」
は
、
４
部
門

で
�
の
取
り
組
み
が
受
賞
し

た
。

（
２
面
に
全
表
彰
者
）

表
彰
式
で
は
、
岡
田
直
樹

・
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
が

各
賞
の
代
表
者
に
賞
状
を
手

渡
し
た
。
岡
田
政
務
官
は
挨

拶
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
下
水

道
の
発
展
を
支
え
た
受
賞
者

を
称
え
、
下
水
道
賞
を
受
賞

し
た
浜
松
市
立
気
田
小
学
校

の
児
童
に
「
将
来
を
担
う
小

学
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

大
変
嬉
し
く
、心
強
く
思
う
」

と
話
し
た
。

式
典
の
後
半
は
、
松
尾
学

長
が
「
下
水
道
の
歴
史
と
こ

れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
。
下
水
道
は
水
を
集
め

る
機
能
が
重
要
だ
と
解
説

し
、
都
市
で
の
水
利
用
の
特

徴
を
紹
介
。
�
世
紀
の
下
水

道
は
、
都
市
に
降
る
雨
を
水

資
源
と
し
て
有
効
に
使
う
こ

と
・
道
路
排
水
を
簡
易
処
理

す
る
こ
と
・
水
洗
し
尿
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
こ
と
―

と
す
る�
３
分
流
式
下
水
道
�

だ
と
強
調
。「
こ
れ
か
ら
の

下
水
道
は
再
利
用
に
特
化
し

て
い
く
べ
き
」
な
ど
と
語

り
、
締
め
く
く
っ
た
。

チ
ー
ム
水
・
日
本
の
中
心
と
な
る
「
水
の
安
全
保
障
戦

略
機
構
」（
設
立
発
起
人＝

森
元
首
相
、
御
手
洗
経
団
連

会
長
、
丹
保
北
大
名
誉
教
授
）が
�
日
設
立
さ
れ
た
。同
機

構
は
水
に
関
す
る
政
産
学
有
識
者
が
集
ま
り
、
国
内
外
の

水
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
国
を
あ

げ
て
取
り
組
む
仕
組
み
が
出
来
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
。

同
機
構
は
権
力
は
な
い
が
、各
界
の
有
識
者
が
集
ま
っ
て

お
り
権
威
は
あ
る
存
在
。
�
世
紀
型
の
水
の
デ
フ
ァ
ク
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
日
本
が
作
り
、
世
界
の
水
の
流
れ
を
リ

ー
ド
し
て
い
け
る
か
同
機
構
の
活
動
に
か
か
っ
て
い
る
。

水
道
１０２
億
円
、下
水
道
１９６
億
円

平
成
�
年
度
の
第
２
次
補

正
予
算
が
１
月
�
日
午
後
、

衆
参
両
院
協
議
会
を
経
て
憲

法
の
衆
院
優
越
規
定
に
よ
り

成
立
し
た
。
水
道
事
業
１
０

２
億
円
、
下
水
道
事
業
１
９

６
億
円
を
計
上
。
雇
用
対
策

や
内
需
拡
大
と
い
っ
た
景
気

対
策
の
意
味
合
い
が
強
い
今

回
の
補
正
予
算
だ
が
、
上
下

水
道
サ
イ
ド
と
し
て
は
こ
れ

を
機
に
、
国
民
の
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
整
備
を
進
め
た
い
。

水
道
関
係
で
は
、
�
重
要

給
水
施
設
配
水
管
�
基
幹
水

道
構
造
物
の
耐
震
化
事
業
�

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業

�
老
朽
管
更
新
事
業
―
の
４

つ
の
事
業
で
、
補
助
採
択
基

準
の
大
幅
な
緩
和
が
図
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
�
で
は

補
助
の
対
象
に
導
水
管
・
送

水
管
が
加
え
ら
れ
、
�
で
は

布
設
�
年
以
上
経
過
し
た
塩

化
ビ
ニ
ル
管
（
配
水
支
管
を

含
む
）
が
加
え
ら
れ
る
な
ど

し
て
い
る
。
４
事
業
と
も
資

本
単
価
要
件
を
適
用
し
な
い

な
ど
、
こ
れ
ま
で
対
象
に
な

ら
な
か
っ
た
事
業
体
で
も
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
水
道
事
業
で
は
集
中
豪

雨
等
防
災
対
策
、
老
朽
化
の

進
む
社
会
ス
ト
ッ
ク
の
緊
急

点
検
と
戦
略
的
維
持
管
理
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
豪
雨
対
策
は
雨
水
幹
線

や
ポ
ン
プ
施
設
の
整
備
を
推

進
。
老
朽
化
対
策
は
長
寿
命

化
対
策
を
含
め
た
改
築
を
実

施
す
る
。
２
次
補
正
限
り
の

新
規
事
項
と
し
て
下
水
道
地

震
対
策
緊
急
整
備
事
業
の
拡

充
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ゼ
ロ
国
債
と
し
て

１
９
８
億
円
を
計
上
。
降
雪

期
前
の
工
事
完
成
が
必
要
な

箇
所
の
整
備
促
進
を
図
る
。

上
下
水
道
で
広
域
連
携
を

名
古
屋
市
上
下
水
道
局
は

�
日
、
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ

ー
で
「
木
曽
三
川
上
下
流
公

開
座
談
会
」
～
水
が
通
う
・

心
が
通
う
～
を
開
催
し
た
。

こ
の
座
談
会
は
、「
名
古
屋

市
の
水
を
支
え
て
き
た
木
曽

三
川
を
今
後
も
守
っ
て
い
く

に
は
自
治
体
の
枠
を
越
え
た

連
携
や
協
働
を
図
る
こ
と
が

大
切
」（
同
局
関
係
者
）
と

の
考
え
に
立
脚
し
て
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、

同
局
職
員
や
関

係
者
、
一
般
公

募
の
市
民
ら
１

５
０
名
が
参
加

し
た
。

同
局
の
西
部

啓
一
局
長
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
▽
山
内
博

・
国
土
交
通
省

中
部
地
方
整
備

局
河
川
部
広
域

水
質
管
理
官
▽

野
村
誠
・
下
呂
市
長
▽
松
永

清
彦
・
海
津
市
長
▽
宗
宮
孝

生
・
揖
斐
川
町
長
▽
栗
屋
�

也
・
木
曽
村
村
長
▽
山
田
雅

雄
・
名
古
屋
市
副
市
長
の
６

名
が
討
論
に
参
加
し
た
。
座

談
会
に
先
立
っ
て
は
、
同
局

の
西
部
健
次
・
企
画
部
長
の

挨
拶
に
続
き
、
同
部
の
馬
渕

幸
男
主
幹
が
話
題
提
供
と
し

て
流
域
連
携
に
関
す
る
同
局

の
考
え
方
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
。
続
い
て
、
パ
ネ
ラ

ー
が
順
次
登
壇
し
て
自
ら
の

立
場
に
お
け
る
上
下
流
交
流

に
関
す
る
考
え
方
を
披
露
し

た
。
さ
ら
に
、
後
半
は
流
域

連
携
に
向
け
た
自
由
討
論
と

な
り
、「
ま
ず
は
連
携
の
た

め
の
拠
点
づ
く
り
が
重
要
」

（
山
田
副
市
長
）
な
ど
前
向

き
な
意
見
が
相
次
い
で
出
さ

れ
た
。

愛
知
県
に
あ
る
検
査
機
関

�
中
部
微
生
物
研
究
所
が
平

成
�
年
�
月
 
日
付
で
日
本

水
道
協
会
の
水
道
Ｇ
Ｌ
Ｐ
を

取
得
し
１
月
�
日
、
関
係
者

が
日
水
協
本
部
を
訪
れ
御
園

良
彦
・
専
務
理
事
か
ら
認
定

証
を
受
け
取
っ
た＝

写
真
。

愛
知
県
内
は
�
条
機
関
の

�
激
戦
区
�
と
の
こ
と
。
小

田
桐
弘
和
・
同
研
究
所
理
事

ら
は
「
水
道
Ｇ
Ｌ
Ｐ
の
名
に

恥
じ
な
い
よ
う
に
信
頼
性
を

保
っ
て
い
き
た
い
」
と
口
を

揃
え
た
。
御
園
専
務
も
「
若

い
方
が
多
い
の
で
、
期
待
し

て
い
ま
す
よ
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

へ
そ
の
緒

は
胎
児
と
母

親
を
結
び
、

栄
養
補
給
と

ガ
ス
交
換
を

行
う
胎
児
に

と
っ
て
の
命
綱
だ
が
、
そ

の
へ
そ
の
緒
か
ら
近
年
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
数
々
の
化
学

汚
染
物
質
が
検
出
さ
れ
て

い
る
と
い
う
▼
超
党
派
の

国
会
議
員
や
有
識
者
か
ら

な
る
「
水
循
環
基
本
法
研

究
会
」
の
報
告
会
で
、
子

供
た
ち
が
化
学
汚
染
物
質

に
よ
る
先
天
異
常
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い

う
森
千
里
・
千
葉
大
教
授

の
講
演
を
聴
い
た
▼
大
気

や
食
物
を
通
じ
て
母
親
の

体
内
に
蓄
積
さ
れ
た
化
学

物
質
が
胎
児
に
移
行
し
、

子
供
た
ち
の
心
身
の
発
達

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る

と
聞
け
ば
、
化
学
物
質
の

循
環
を
何
と
か
断
ち
切
ら

ね
ば
と
思
う
▼
１
０
０
年

も
前
の
日
本
に
お
け
る
公

衆
衛
生
の
草
創
期
に
森
鴎

外
は
、
予
防
医
学
の
見
地

か
ら
下
水
道
整
備
を
建
言

し
た
が
、
森
千
里
氏
は
そ

の
ひ
孫
に
あ
た
る
▼
１
０

０
年
先
の
子
供
た
ち
の
た

め
に
、
化
学
物
質
を
可
能

な
限
り
減
ら
し
た
街
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
警
鐘
を

鳴
ら
す
先
駆
者
の
言
葉

に
、
耳
を
傾
け
た
い
。

水 道 産 業 新 聞 社

大 阪：〒５３０―００２７ 大阪市北区堂山町１―５

電 話（０６）６３１２－３８７１

ＦＡＸ（０６）６３１２－３８７４

東 京：〒１０５―０００１ 東京都港区虎ノ門１―１９―１０

電 話（０３）５２５１－０３０３

ＦＡＸ（０３）５２５１－３８０２国民全員参加を呼びかけ

本
号
の
内
容

▽
中
部
上
下
水
道
事
業
懇
談
会

（
４
面
）

「「
水水
のの
戦戦
略略
機機
構構
」」
スス
タタ
ーー
トト

目
標
は
世
界

を

リ

ー

ド

２１
世
紀
型
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で

森元首相が水関係者の一致団結を求めた

山田副市長

木曽三川上下流交流で討議

下下
水水
道道
のの
役役
割割
がが
「「
進進
化化
」」

国
交
省

法
制
定
５０
周
年
式
典
華
や
か
に

松尾学長

栄えの表彰に晴れ晴れした表情の受賞者

式典には多くの下水道関係者が出席

（週二回月・木曜日発行）２００９年（平成２１年）２月２日（月曜日）
購読料 １カ月!"#円 年間$%#円（税込）
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